
・特定課題評価の評価方法を審議

令和４年度政策評価（特定課題評価）の審議経過：基本評価等専門委員会

１ 令和４年度第１回基本評価等専門委員会《R4.4.6》

◇担当委員
水島委員長、武岡副委員長、石井委員、大賀委員、葛西委員、嘉藤委員、中津川委員、村上愛委員、
村上裕一委員、渡部委員

◇評価対象
総合計画の政策展開の体系上の２１の政策の柱のうち、次の７つの政策の柱

・特定課題評価の対象となる７つの政策の柱を選定

５ ヒアリング・論点整理等《R4.9月～10月》

・７中項目（政策の柱）の評価の担当委員を決定

２ 担当委員の決定等《R4.6月》

７ 令和４年度第３回政策評価委員会《R4.11.7》

◇審議・報告結果
・判定・意見：「政策目標の達成に向けた判定」⇒７つの政策の柱全てについて「効果的な取組を検討」

それぞれの政策の柱に、考え方や取組の方向性について意見を付与

・全体意見：「適切な指標の設定」に関し、「道政の透明性の確保と道民への説明責任を果たす」観点及び
「評価の客観性の確保」の観点から、全体意見を付与

６ 令和４年度第３回基本評価等専門委員会《R4.11.2》
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４ 令和４年度第２回基本評価等専門委員会《R4.7.13》

・委員と所管部局とでヒアリングを実施し、論点を整理 ⇒判定及び意見内容の検討
【委員ヒアリング日程及び対象部局】

分野 政策の柱 担当委員

 (2) 安心で質の高い医療・福祉サービスの強化  村上愛委員

 (5) 道民生活の安全の確保と安心の向上  武岡委員、嘉藤委員

 (1) 農林水産業の持続的な成長  石井委員、渡部委員、中津川委員

 (3) 中小・小規模企業の振興や地域商業の活力再生  葛西委員

 (7) 良質で安定的な雇用の場づくりと産業人材の育成・確保  水島委員

 (4) ふるさとの歴史・文化の発信と継承  大賀委員

 (6) 連携・協働・交流による未来に向けた地域づくり  村上裕一委員

１　生活・安心

２　経済・産業

３　人・地域

・担当委員による、各部の目標等の設定状況（指標設定等）を確認
・担当部局とのヒアリングを実施〔武岡副委員長（R4.7.6）〕

３ 評価調書（PLAN）の確認《R4.6月～7月》

 村上愛委員 9月20日  保健福祉部、建設部  石井委員 9月27日  農政部

 武岡副委員長 9月21日  環境生活部、教育庁、警察本部  嘉藤委員 9月27日  保健福祉部、農政部、水産林務部

 水島委員長 9月22日  経済部  中津川委員 9月28日  水産林務部

 葛西委員 9月22日  経済部  渡部委員 9月28日  水産林務部

 村上裕一委員 9月26日  総合政策部  大賀委員 9月30日  総務部、環境生活部、教育庁


